
障害者の生涯を通じた
多様な学習活動の充実について
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「学校卒業後における障害者の学びの推進に

関する有識者会議」

学校卒業後の障害者の学びの現状と課題を分析し、推進方策を検討
座長：宮﨑 英憲 特別支援教育推進連盟理事長 ※平成31年前半 報告取りまとめ予定

文部科学大臣表彰の実施 障害者の生涯学習支援活動を行う個人・団体を表彰 ※平成30年度、67件を表彰

スペシャルサポート大使 障害の有無にかかわらず共に学び、生きる「共生社会」の実現に向けた啓発
※金澤翔子さん、横溝さやかさんなど当事者と、有森裕子さん、東ちづるさんなど支援者 計8名

障害者の多様な学習活動を総合的に支援する

ための実践研究

学校から社会への移行期と、生涯の各ライフステージにおける効果的学習に係る
プログラム・実施体制等に関するモデル開発 ※自治体、大学、社福等18団体に委託

生涯学習を通じた共生社会の実現に関する

調査研究

①当事者の実態把握、意識調査、②多様な主体による学習プログラム提供の実態
把握、③一般の学習活動への障害者の参加に係る阻害要因・促進要因分析

人材育成のための研修会・フォーラムの開催 自治体担当者研修会（2月開催予定）、フォーラム「超福祉の学校」を開催（11月）

平成26年 「障害者の権利に関する条約」の批准

平成28年 「障害者差別解消法」の施行

平成29年 松野博一大臣（当時）メッセージ
「特別支援教育の生涯学習化に向けて」

○平成29年度、生涯学習政策局に「障害者学習支援推進室」を新設
○生涯学習政策局に加え、初等中等教育、高等教育、スポーツ、文化の障害者
支援関係課がメンバー、厚生労働省の障害福祉、障害者雇用対策関係課がオブ
ザーバー参加する「特別支援総合プロジェクト特命チーム」を結成

２．推進体制

１．取組趣旨 ①学校から社会への移行期の学びや交流の充実

４．平成30年度の取組

生涯のライフステージを通じた学習活動の充実

３．地方公共団体の実態

<都道府県> なし 45.7%

<市区町村> なし 87.5%

障害者が生涯学習活動として
取り組める事業・プログラム

<都道府県> なし 94.3%

<市区町村> なし 95.9%

障害者の生涯学習活動
に関する組織の有無

<都道府県> なし 97.1%

<市区町村> なし 95.8%

コーディネーターの有無

<都道府県> あり 90.0% ※好事例・先進事例の紹介

<市区町村> あり 49.0% ※財政、人材面の支援

国からの支援の必要性

※（独）国立特別支援教育総合研究所「障害者の生涯学習活動に関する実態調査」（文部科学省委託事業）より

都道府県、市区町村に「障害者学習支援担当」窓口を設置

国

自
治
体

障害者の生涯を通じた学習活動の充実に向けた動き
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障害者本人等への学校卒業後の学習活動
に関するアンケート調査 （文部科学省委託事業）

【結果概要・速報値】

１ 目的
障害者及び家族に障害者がいる方等を対象に，生涯学習活動への参加状況，阻害要因・促進要因，学習ニーズ等に関する情報を収集する。

２ 実施時期および方法
平成30年11月29日～12月5日
障害者及び家族に障害者がいる方等をモニターに有するインターネット調査会社による，無記名式のインターネット調査。

３ 対象
インターネット調査会社が保有するリサーチモニターのうち、以下に該当する者を調査対象とした。
・障害本人あるいは家族に障害者がいるリサーチモニター
・障害者の対象年齢: 18歳以上
計4,650名(身体障害(視覚) 493, 身体障害(聴覚) 494, 身体障害(肢体不自由)(車椅子,ストレッチャー等が必要) 496,

身体障害(肢体不自由)(車椅子,ストレッチャー等不要) 509, 知的障害 489, 精神障害 505, 発達障害(自閉症あり) 432,
発達障害(自閉症なし) 601, その他(音声・言語・そしゃく機能障害,内部障害,その他) 631)

イノベーション・デザイン＆テクノロジーズ株式会社
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」 3

⚫ 全体としては「家庭内で過ごしている(38.5%)」「企業等で一般の従業員とともに就業(28.7%)」「障害者のための通所サービス
を利用(11.4%)」が上位にあがる。

⚫ 身体障害(肢体不自由)(車椅子,ストレッチャー等が必要)がある者は「介護保険の通所サービスを利⽤(21.2%)」「リハビリ
テーションを受けている(15.3%)」「家庭内で過ごしている(50%)」とする者が他の障害種よりも高い傾向。

⚫ 知的障害がある者，発達障害(自閉症あり)がある者は「障害者のための通所サービスを利⽤(それぞれ40.3%，23.8%)」とす
る傾向。

⚫ 発達障害(自閉症なし)がある者は「企業等で、⼀般の従業員と⼀緒に就業(43.8%)」とする傾向。

■ ⽇中の活動状況 (障害種別；MA)
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」

■ 学校卒業後の障害者の学習内容別生涯学習経験と今後のニーズ (MA)
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⚫ 生涯学習の経験については「余暇・レクリエーション(31.1%)」「健康維持・増進，スポーツ(30.3%)」「学校段階で学んだ内容
の維持・再学習（27.4%）」の順。

⚫ 生涯学習の今後のニーズについては「健康の維持・増進，スポーツ活動(25.5%)」「社会生活に必要な知識・スキル(23.3%)」
「余暇・レクリエーション活動(22.6%)」の順。

⚫ 一方，経験よりも今後のニーズが高いものとしては， 「一緒に刺激し合う仲間づくり等(3.1ポイント)」 「社会生活に必要な知
識・スキル(0.5ポイント)」があがる。
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」 5

⚫ 移行期(18-24歳)は「様々な経験を通して、成⻑するため(59.3%)」が高い傾向。
⚫ オールド・アダルト（55歳以上)は「健康の維持・増進のため(49.4%)」が高い傾向。

■ 生涯学習を実施した理由 (ライフステージ別; MA)

* 「生涯学習の経験を有する」との回答者のみの回答
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」

■ メディア・学習拠点活用経験と今後のニーズ (MA)
* 「生涯学習の経験を有する」との回答者のみの回答

6

⚫ メディア・学習拠点別の活用経験としては「自宅(57.6%)」「インターネット(42.4%)」「テレビやラジオ(42.3%)」が突出。
⚫ メディア・学習拠点別の今後のニーズも「自宅(37.1%)」「インターネット(33.3%)」「テレビやラジオ(26.6%)」となっている。
⚫ 経験に比較して今後のニーズが高いものとしては「公⺠館や⽣涯学習センターなど公的な機関における講座や教室(3.1ポ

イント)」「カルチャーセンターやスポーツクラブなど⺠間の講座や教室、通信教育(2.7ポイント)」「同好者が⾃主的に⾏ってい
る集まり、サークル活動(1.5ポイント)」「障害福祉サービス事業所等の講座、余暇活動（1.1ポイント）」があがる。
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」 7

⚫ 「共⽣社会」の実現に向けて、障害者の学習機会が充実されることについては，81.1%が賛同。
⚫ 発達障害(自閉症あり)がある者は「そう思う(47.2%)」とする者が他の障害種別に比較して高い傾向。

■ 「共⽣社会」の実現に向けた障害者の学習機会の充実の重要性に関する認識(障害種別)
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出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」

■ 学べる機会・情報が⾝近にあると感じているか

8

⚫ 身近に感じているものとして，情報については「知りたいことを学びたいとき(46.3%)」「文化や芸術に触れたいとき(40.1%)」「身
体を動かしたいと思うとき (39.1%)」の順に高い。

⚫ 場やプログラムについては「身体を動かすこと(33.7%)」「知りたいこと(32.8%)」「文化や芸術(30.7%)」の順となっている。
⚫ 一方，身近に感じていないものとしては「身に付けたい技術があるとき(26.8%)」「仲間と学び合いたいと思うとき (28.3%)」の場

やプログラムがあがる。
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ラムは身近にあると思いますか。

仲間と学び合いたいと思うと

きに、必要な情報はあると思

いますか。

仲間と学び合う場や学習プロ

グラムは身近にあると思いま

すか。

とてもある ある あまりない ない 必要としていない
N=4650



出典：文部科学省「学校卒業後の障害者が学習活動に参加する際の阻害要因・促進要因等に関する調査研究」

■ 生涯学習に関する課題

9

⚫ ⼀緒に学習する友⼈、仲間が「いない，あまりいない(あわせて71.7%)」，学習費⽤を⽀払う余裕が「ない，あまりない(あわせ
て71.5%)」，学ぼうとする障害者に対する社会の理解が「ない，あまりない(あわせて66.3%)」等が上位の課題としてあがる。
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生涯学習に関する情

報があると思いますか

生涯学習の機会が

あると思いますか

学習への参加を妨げる物理

的障壁はあると思いますか

学びたいと思ったときに相談

する人がいると思いますか

学びをサポートする支

援があると思いますか

学ぼうとする障害者に対する社

会の理解があると思いますか

学ぶ場に出かけていく

勇気があると思いますか

学習に充てる時間

があると思いますか

一緒に学習する友人、

仲間がいると思いますか

学習にかかる費用を支払う

余裕があると思いますか

外出すること自体に困

難を感じると思いますか

学びたいという意欲

があると思いますか

とてもある ある あまりない ないN=4650



公民館等における実
践

障害者青年学級など障害者を主な対象とする事業

一般の学級・講座等への障害者の参加（合理的配慮）

社会教育関係団体やサークルへの障害者の参加

その他の社会教育
施設における実践

博物館における合理的配慮

図書館における合理的配慮、点字図書等の提供

障害者スポーツセンターの設置

体育施設における合理的配慮、アダプテッド・スポーツ推進

学校に関連する実
践

特別支援学校等の同窓会活動

大学の公開講座等への障害者の参加（合理的配慮）

大学等におけるオープンカレッジ、障害者対象の公開講座等

継続教育を実施する高等教育機関における障害者の受入

社会福祉に関連す
る実践

障害者支援事業所における文化芸術活動、スポーツ活動、学習活動

自立生活センター等における自立生活プログラム

学習活動の参加に不可欠な障害者福祉サービスの提供

社会福祉協議会の福祉教育活動等

就労支援に関連す
る実践

就労支援施設における作業としてのアート活動

一般就労をする障害者の生きがいづくりのプログラム

その他の実践 親の会や家族会などによる学習活動

障害当事者グループの学習活動

NPOなどによる文化芸術活動、スポーツ活動、学習活動

営利事業としての障害者対象の教室等

民間の学習機会への障害者の参加（合理的配慮）

医療機関における学習活動、学習支援活動

表「障害者の生涯学習」を
支える実践の多様性

※神戸大学・津田英二教授
による整理
（「障害者の生涯学習支援
推進の考え方」『社会教育』
2018年12月号より）
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２７百万円

・社会教育と特別支援教育・障害者福祉をつなぐ
コーディネーター人材育成・確保に向けたモデル
開発

・担い⼿育成と実践の拡大を
目指すブロック別コンファ
レンスの実施

・障害者参加型フォーラムの
実施 等

７３百万円

●学校卒業後の障害者が社会で自⽴して生きるために必要となる力を生涯にわた
り維持・開発・伸長するため、
（ア）学校から社会への移行期
（イ）生涯の各ライフステージ
における効果的な学習に係る具体的な学習プログラム（※１）や実施体制（※２）、
地域の生涯学習、教育、スポーツ、文化芸術、福祉、労働等の関係機関・団体
等との連携の在り方に関する研究を実施（１４箇所）

※１：学習プログラムの例
○学校卒業直後の者に対する、主体的に判断し行動する力などの
社会で自⽴して生きるための基盤となる力を育むプログラム

○生涯の各ライフステージにおいて必要となる、社会生活を自⽴して
送る上で必要となる知識やスキルの習得のためのプログラム

※２：実施体制の例
○障害者青年学級等の取組を行う公⺠館等の施設
○オープンカレッジや公開講座等を行う大学
○同窓会組織等が卒業生対象の取組を行う特別支援学校
○学習支援に取り組む企業、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、実行委員会・コンソーシアム等

学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業 （前年度予算額 ：106百万円）
2019年度予算額（案）：105百万円

平成２６年の障害者権利条約の批准や平成２８年の障害者差別解消法の施行等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自⽴して生きるた
めに必要となる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進することが急務。
このため、学校卒業後の障害者について、学校から社会への移行期や生涯の各ライフステージにおける効果的な学習に係る具体的な学習

プログラムや実施体制等に関する実証的な研究開発を行い、成果を全国に普及する。

（１）障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究

（３）人材育成のための研修会・フォーラムの開催等

趣 旨

事業内容

（２）生涯学習を通じた共生社会の実現に関する
調査研究

４百万円
障害者が一般的な学習活動に参加する

際の阻害要因や促進要因を踏まえ、生涯
学習分野における合理的配慮の在り方に
関する研究を実施。

成果や課題を共有

●上記においては、一元的かつ効果的な情報収集・提供・相談の機能
強化等に関する研究も実施
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都道
府県

(４件)

秋田県教育委員会

【知的障害・肢体不自由】

千葉県教育委員会

【知的障害】

大阪府

【知的障害・発達障害】

兵庫県教育委員会

【視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・難病】

市町村

(１件)

町田市生涯学習センター（東京都）

【知的障害】

大学

(４件)

国立大学法人筑波技術大学（茨城県）

【視覚障害・聴覚障害】

学校法人日本社会事業大学（東京都）

【視覚障害・聴覚障害】

国立大学法人東京学芸大学（東京都）

【知的障害】

国立大学法人長崎大学（長崎県）

【発達障害・精神障害】

社福等

(４件)

医療法人稲生会（北海道）

【肢体不自由・重度障害】

一般財団法人福祉教育支援協会（埼玉県）

【知的障害】

社会福祉法人八ヶ岳名水会（山梨県）

【知的障害・発達障害・精神障害】

社会福祉法人一麦会（和歌山県）

【知的障害・発達障害・精神障害・肢体不自由】

ＮＰＯ

(４件)

NPO法人障がい児・者の学びを保障する会（東京都）

【知的障害】

NPO法人ＰandＡ－Ｊ（東京都）

【知的障害・発達障害】

NPO法人学習障害児・者の教育と自立の保障をすすめる会

（愛知県）【発達障害】

特定非営利活動法人エス・アイ・エヌ（広島県）

【知的障害・発達障害】

保護者
の会

(１件)

福岡市手をつなぐ育成会保護者会（福岡県）

【知的障害】

H30「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」
採択団体実施主体別・障害種別取組一覧 （計１８団体）
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17

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議の開催

○趣旨
平成26年の障害者権利条約の批准（障害

者の生涯学習の確保が規定）や平成28年４月
の障害者差別解消法の施行、平成29年４月
の文部科学大臣メッセージ（特別支援教育の
生涯学習化に向けて）を契機とする取組等も
踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立し
て生きるために必要となる力を維持・開発・伸
長し、共生社会の実現に向けた取組を推進す
ることが急務である。
今後、人生100年時代を迎え、超スマート社

会（Society5.0）に向けた経済社会の変化が一
層加速する中で、誰もが必要な時に学ぶこと
のできる環境を整備し、生涯学習社会を実現
するとともに、共生社会の実現に寄与するた
め、学校卒業後の障害者の学びに係る現状と
課題を分析し、その推進方策について検討を
行う有識者会議を設置する。

○検討事項
（１）学校卒業後における障害者の学びの推進
方策に関する検討
（２）その他

○検討の主なスケジュール
平成30年２月設置～
平成30年９月 論点整理

○委員一覧 ※◎座長、○副座長（五十音順、敬称略）

朝日 滋也 東京都立大塚ろう学校校長
菅野 敦 東京学芸大学教授
是松 昭一 国立市教育委員会教育長
田中 秀樹 社会福祉法人一麦会理事長
田中 正博 2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者

の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク事務局長、
全国手をつなぐ育成会連合会統括

田中 良三 愛知県立大学名誉教授
津田 英二 神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授
戸田 達昭 シナプテック株式会社代表取締役
松田 裕二 千葉県教育庁生涯学習課主幹兼社会教育振興室長

○松矢 勝宏 東京学芸大学名誉教授、
全日本特別支援教育研究連盟理事長

箕輪 優子 横河電機株式会社人財・総務本部室ダイバーシティ推進課
◎宮﨑 英憲 全国特別支援教育推進連盟理事長、東洋大学名誉教授
山田 登志夫 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会常務理事
綿貫 愛子 NPO法人東京都自閉症協会役員、

NPO法人リトルプロフェッサーズ副代表

（オブザーバー）
厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課

同 職業安定局雇用開発部 障害者雇用対策課
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所
国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター

平成31年3月 報告とりまとめ
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学校卒業後における障害者の学びの推進方策について（論点整理）【概要】
「学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議」は、障害のある方々が夢や希望を持って活躍できる社会を形成していくことが不可欠との認識に立ち、合理的配慮を要する障害者全体
を対象とした学びの推進方策を検討。今後パブリックコメントやヒアリングを行い、当事者の意見や全国の取組等を踏まえ更に検討。

３．学校卒業後における障害者の学びの充実方策

① 学校から社会への移行期に特に必要となる学習

・ 学校教育を通じて身に付けた資質・能力を更に維持・開発するための学
習。多様な職業体験等を行う中で、主体性をもって物事に取り組みやり
遂げる力、コミュニケーション能力や社会性などを伸ばし、その後就業
し自⽴した生活を送る基礎力を身に付けるための学習など

② 生涯の各ライフステージにおいて生じる課題に対応する
ための学習

・ ⽇常生活に根差した生活課題を取り上げて学ぶ学習や、講義だけ
でなく学習者による活動や発表等も組み込んだ主体的・協働的な
学習、多様な人々との交流学習など

生涯学習における物理的環境、人的支援、意思疎通などの考え方
も含めた、合理的配慮の在り方等について、国は調査研究等を通
じて明らかにすることが必要

５．取組を推進するためのシステムづくり、基盤の整備

障害者の生涯にわたる学びの一貫した支援や、障害者を対象とし
た学びの機会と障害の有無にかかわらず、共に学ぶ機会の双方の
充実が必要

障害者の自立と社会参加に向けた学校卒業後の学びの継続や、障害の
有無にかかわらず、共に学ぶ共生社会の実現に向けた取組などが必要

学校卒業後の学びの場が少なく、地域での学習活動への参加機会や選択
肢が不十分。卒業後、就職先での不適応、早期離職となる場合等がある

生涯において生じる様々な課題等の解決のための学習の場や、
地域で仲間と過ごせる交流の場が必要

●どのような学習が求められるか

○公民館等の社会教育施設や生涯学習センターにおける講座等 ○特別支援学校を場として、同窓会組織等が主催する学びの場
○大学のオープンカレッジや公開講座 ○社会福祉法人、ＮＰＯ法人等における、障害福祉サービス等を活用した学びの場

４．一般的な学習活動への障害者の参加の推進方策

学習機会の提供主体の「障害」理解や合理的配慮に関する知識が十分
でないことも多い。環境・意識・情報のバリア解消が必要

(1) 当事者のニーズを踏まえた、学びに関する相談支援体制づくり（福祉等と連携したニーズの把握や相談対応、多様な学習活動の情報収集・提供
のシステムづくり、個別の教育支援計画の進路先等への引継ぎ、障害福祉サービスに関する理解促進）

(2) 地方公共団体における関係機関・団体等の連携体制の構築
（生涯学習、教育、スポーツ、文化芸術、福祉、労働等の関係機関・団体等の参画によるプラットフォームづくりの具体化が必要）

(3) 社会教育と特別支援教育、障害者福祉等をつなぐ人材の必要性（それぞれの取組をつなぐ学びの場づくりの中核的な人材が必要）
(4) 幅広い人々の参画を得た障害者の学びの推進（特別支援学校等の教員経験者の活用促進や専門家の協力、ピアサポーターの養成等）
(5) 基盤の整備に向けた取組（実践研究事業により開発した学習プログラムや実施体制等のモデルの情報提供、地方公共団体等へ国から実践家や専門家

等のアドバイザー派遣、共生社会実現の啓発のための障害者参加型フォーラムの実施等）

●今後重視すべき取組の例

１．障害者が学び続けることのできる社会を創造する必要性 ２．今後目指すべき方向性
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文部科学省 障害者活躍推進プラン
～障害のある人の力を生かして未来を切り開くために必要な５つの政策プラン ～

① 障害のある人とともに働く環境を創る（～文部科学省における障害者雇用推進プラン～）
担当：大臣官房人事課

② 発達障害等のある子供達の学びを支える（～共生に向けた「学び」の質の向上プラン～）
担当：初等中等教育局特別支援教育課

③ 障害のある人の生涯にわたる多様な学びを応援する（～障害者の生涯学習推進プラン～）
担当：総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支援推進室

④ 障害のある人の文化芸術活動を支援する（～障害者による文化芸術活動推進プラン～）
担当：文化庁参事官（文化創造担当）

⑤ 障害のある人のスポーツ活動を支援する（～障害者のスポーツ活動推進プラン～）
担当：スポーツ庁健康スポーツ課障害者スポーツ振興室

※プラン名称は仮称であり、公表に当たり変更する可能性があります。

文部科学省においても障害者雇用者数の不適切な計上が発覚。深い反省の上に障害者雇用率の達成とより積極的な施策の推進が重要

浮島文部科学副大臣のもとに、障害者の活躍推進の観点から「重点的に進める５つのプラン」として取り上げた各施策の
担当課で構成する「障害者活躍推進チーム」（平成３１年１月２１日決定）を設置。

２．重点的に進める５つのプラン（及び担当課）

３．今後のスケジュール

○月１～２回程度会議を開催。必要に応じて外部有識者等からヒアリングを実施。
○各プランはそれぞれとりまとまり次第順次公表。本年４月頃をメドに５つのプランすべてを公表予定。

１．背景・経緯

「文部科学省 障害者活躍推進プラン」を策定し、関係課が連携して実施することで、
障害のある人が、個性や能力を生かして我が国の未来を切り開くための施策を横断的・総合的に推進

◆ 障害者基本法の改正（H23）や障害者差別解消法の成立（H25）など、障害の有無に関わらず、誰もが活躍できる「共生社
会」の実現に向けた取組の重要性

◆ 文部科学省においても、学校教育のみならず、生涯学習、スポーツ、文化芸術の各分野において障害者の社会における活躍
に向けた取組を推進
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●ブロックごとに実行委員会を組織し、地域
の実情に合わせてコンファレンスの趣旨・
目的を設定

●趣旨・目的に沿って下記の取組例を参考に
コンファレンスを構成し、参加者の理解を
深め、意識啓発を図る

例１ 障害者と⽇頃交流する機会がない参加
者が、障害について理解を深めるための、
障害者本人による学びの成果発表や、思い
の表現等の機会を設定

例２ 障害者の学びの場の担い⼿を育成する
ための優れた実践事例の発表や、ワーク
ショップ等の実施

例３ 実践者のネットワーク構築に資する、
各テーマ（学びの場の類型、障害種、実施主体
等）ごとの分科会の開催

共に学び、生きる共生社会コンファレンス
～障害理解の促進、障害者の学びの場の拡大と担い手の育成に向けて～

平成26年の障害者権利条約の批准等を踏まえ、誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会の実現に向けて、障害者の地
域における学びの場を全国的に整備することが急務である。
そこで、障害者の生涯学習活動の関係者を集めた『共に学び、生きる共生社会コンファレンス』を全国ブロック別に開催し、障害者本人に

よる学びの成果発表等や、学びの場づくりに関する好事例の共有、障害者の生涯学習活動に関する研究協議等を行うことで、障害のある者と
ない者の交流による障害理解の促進や、支援者同士の学び合いによる学びの場の担い手の育成、障害者の学びの場の拡大を目指す。

○【事務局】「障害者の多様な学習活動を総合的に支
援するための実践研究」委託団体と都道府県・市町村
職員等を中心に、実行委員会を構築

○【予算】 １カ所100万円程度

○全国 ５～6カ所程度

○全国をブロックに分け、複数の都道府県の関係者
を対象として実施
（目安として、北海道・東北、関東、中部、近畿、中国・四
国、九州・沖縄ブロックなど）

○開催期間は１～２⽇間を想定（複数回の開催も可能）

会議、協議会
関係者間で共有する問題
について協議すること

コンファレンス
（Conference）

○全国各地における障害理解の促進
○実践者同士の学び合いによる担い⼿の育成
○障害者の学びの場の拡大

目指す成果

趣旨

○100～200名程度を想定

○障害者本人、学びの支援者・関係者、障害者の
学びに関心のある人など

⇒都道府県・市町村職員（障害者学習支援担当、生涯学習、教育、
スポーツ、文化、福祉、労働等）、社会教育主事、公⺠館・図
書館・博物館職員、特別支援学校等教職員、教職員経験者、
障害者の学習支援実践者（NPO等）、大学関係者、福祉
サービス事業所職員、社会福祉協議会職員等。

実施規模

参加者

事務局・予算

コンファレンス実施イメージ

誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、
生きる共生社会の実現

実施例イメージ（文部科
学省主催「超福祉の学
校」平成30年11月）
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「超福祉の学校」～障害をこえてともに学び、つくる共生社会フォーラム～ 概要
主催：文部科学省 共催：NPO法人ピープルデザイン研究所

１．フォーラムの趣旨・コンセプト

障害の有無にかかわらず、ともに学び、生きる「共生社会」の実現

① 障害のある人が、⽇頃の活動を発表し、自分の思いを伝えたり、表現したりする機会とする。
② 障害のある人と共に学び、表現活動等に関わってきた支援者や関係者が集い、「共に生きる」ため
の取組について学び合う機会とする。

③ 関心のない層も広く巻き込み、「共生社会」の実現に向けて、それぞれが考える機会とする。

２．「超福祉展」とのコラボレーション

◆「超福祉展」とは
：ＮＰＯ法人ピープルデザイン研究所主催。多数の企業やマスコミが協力・協賛し、渋谷駅周辺の複数
会場において、平成30年11月7⽇（水）～13⽇（火）の1週間かけて実施する大規模な啓発イベン
ト。2014年より2020年まで実施することを予定し、今年5年目。昨年度の来場者数は51,300人。

⚫ 障害を従来の「福祉」イメージで捉えるのではなく、デザインやテクノロジーを活用し、多様性・心
のバリアフリーを実現していくことを目指す「超福祉展」は、「共生社会」を目指す本フォーラムの
趣旨とも合致、協働して企画・運営する。

※昨年度スペシャルサポート大使意見交換会において、渋谷区教育委員である大⽇方大使から「超福祉展」を紹介。コラボレーション
することで、文部科学省単独で開催するよりも、無関心層への周知を含め、相乗効果や波及効果が期待できるとされた。

３．フォーラムの構成、成果の発信

⚫ ６つのプログラムで構成。ピープルデザイン研究所、スペシャルサポート大使等と連携しながら、プ

ログラムを企画・運営。スペシャルサポート大使に得意分野を生かして参加・参画いただく。

⚫ 会場は、多様性を受け入れ創造性を誘発する空間「渋谷キャスト スペース」。各プログラムの参加定
員は、参加型プログラムを基本に40～90名に設定。

⚫ 記録映像を撮影・編集し、各Webサイトやメディア等での発信を通じて、広く成果波及を目指す。
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Day01 プログラム①

職場のダイバーシティが生む学び
11／10（土）12:30-14:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

障害のある人の多様なはたらき方や職場のダイバーシティが生む学びについて考える

○箕輪 優子 氏（横河電気株式会社 人材総務本部室ダイバーシティ推進課）
○木村 幸絵 氏（ソフトバンク株式会社 CSR統括部CSR部）
○岡井 敏 氏（株式会社ゼネラルパートナーズ取締役副社長）

登壇者

コーディネーター

○須藤シンジ 氏（特定非営利活動法人
ピープルデザイン研究所 代表理事

参加者数 75人

アンケートから

○働き方の考えを変えて
いくきっかけをいただけ
ました。自分の働き方の
参考にしていきたいと思
いました。【企業】

○障害の特性を生かす
ことで障害のある人も独
自の価値を生み出す存
在だということが改めて
実感できました。【行政】 19



Day01 プログラム②

障害のある人の学びと表現の
実践交流フォーラム

11／10（土）15:00-17:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

障害のある方々が、学んできたこと､得意なことを発表。取り組むようになったきっかけや、楽し
いこと、大変なことなどをインタビューし、歌や踊り、アートを通して、参加者の方々と交流する。

○浦野耕司氏
（渋谷区知的障害者幡ヶ谷教室「GAYA」運営委員長）
○渋谷区知的障害者幡ヶ谷教室「GAYA」のみなさん

参加者数 110人

コーディネーター

出演者

○社会福祉法人一麦会「ポズック」
○町田市本人活動「とびたつ会」
○横溝さやか
○渋谷区知的障害者幡ヶ谷教室「GAYA」
○金澤翔子・泰子

※↑スペシャルサポート大使・横溝さやかさん（右下写真一番左）らによるライブペイント
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Day01 プログラム②

障害のある人の学びと表現の
実践交流フォーラム

11／10（土）15:00-17:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

障害のある方々が、学んできたこと､得意なことを発表。取り組むようになったきっかけや、楽し
いこと、大変なことなどをインタビューし、歌や踊り、アートを通して、参加者の方々と交流する。
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Day01 プログラム②

障害のある人の学びと表現の
実践交流フォーラム

11／10（土）15:00-17:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

障害のある方々が、学んできたこと､得意なことを発表。スペシャルサポート大使・書家の金澤
翔子さんは、「共に生きる」の揮毫パフォーマンスとマイケル・ジャクソンのダンスを披露。

アンケートから

○参加されている方々（発表者）がとても楽しく自
己表現している。できることを精一杯表現している。
その姿がとても良かった。 【学校】

○できることを伸ばす･･･というかかわり方が心温
かく、感動しました。【行政】

○気をつかわないで自由に楽しめたのがよかった。
いかに普段気を使っているかわかった。 【当事者】

○得意を生かして武器にしよう。「学び」～教えて教
えられて。垣根を越え楽しめました。【学校】 22



Day02 プログラム③

みんなでつくる！バリアフリーマップ
11／11（日）12:00-14:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

スマホ等でバリアフリー情報をシェアできるアプリ「WheeLog!」を活用し、車いすで街歩きを行っ
た体験型ワークショップ

○織田 友理子 氏（みんなでつくるバリアフリーマップCEO 遠位型ミオパチー患者会代表
○伊藤 史人 氏（WheeLog!CTO 島根大学総合理学部 助教）
○吉藤 オリィ 氏（WheeLog!CKO 株式会社オリィ研究所 所長）

講師

司会

○ジョンソン（舞台役者）

参加者数 ４３人

アンケートから

○実際に車いすに乗って街を歩くこ
とで、普段絶対気が付かないような
車いす利用者が利用しにくい、使え
ない場所に目が行き、人の流れや
人の持ち物が危険につながることを
身をもって感じた。【行政】
○WheeLogのアプリは、大学の障害

学生が学内のバリアフリーマップを
作るためにも使えそう。【大学】 23



Day02 プログラム④

自閉症VR体験ワークショップ
11／11（日）14:30-16:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

バーチャルリアリティ（VR)の教材を活用した自閉症体験プログラム
※協力:富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

○坂井 聡 氏(国立大学法人 香川大学教育学部教授 バリアフリー推進室 室長）
○杉妻 連 氏（富士通デザイン株式会社 サービス＆プラットフォーム・デザイングループ）

講師

参加者数 ４４人

アンケートから

○自分事として考えられる内容
だったと思います。体験やワーク
を通して、考えたり、ふり返ったり
できたのがよかったです。【企業】

○「知ろうとすること」「知りたいと
思うこと」と情報を発信していくこ
との大切さを改めて感じました。
【メディア】

○インクルーシブ社会のあり方に
ついて、よく考えていきたい。みん
なが楽しく生きられる社会づくりに
貢献できればと思う。【企業】 24



Day02 プログラム⑤

平成まぜこぜ一座 パフォーマンス
「プチ月夜のからくりハウス」

11／11（日）15:00-15:30
＠渋谷ヒカリエ（８階）

さまざまな背景のある当事者アーティストによるパフォーマンス

○東 ちづる 氏（女優 一般社団法人Get in touch 代表理事）
○ホーキング青山 氏 （障害者芸人）

座長

出演者

○森田かずよ氏 (義足の女優・ダンサー）
○GOMESS 氏（ミュージシャン／自閉症）
○かんばらけんた 氏 （車いすダンサー）
○名取 寛人 氏 （バレエダンサー）
○踊るラッキーボーイ想真 氏
（発達障害､無性別ダンサー）

※協力:一般社団法人Get in touch
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Day02 プログラム⑥

MAZEKOZEトーク
「生きづらさダヨ！全員集合～！

11／11（日）17:00-19:00
＠渋谷キャストスペース（G階）

生きづらさを感じている様々な背景のある人たちが車座になって、「私のまぜこぜ・生きづらさ」
を、ぶっちゃけトーク。「みんなで一緒に生きる」ために語り合う対話型セッション。

○東 ちづる 氏

コメンテーター

参加者数 ８５人

アンケートから

○カテゴリー別で生活しているのが当たり前に
なっていて、障害をもっている人とのふれあい、
かかわりあいがもっと子供の頃からあったらよ
かったなと思いました。【一般】

○著名な方の発進力は大きいと思うので、これ
からも裾野を広げるような取組をお願いいたし
ます。【一般】

○もやもやしています。親の立場なので本人の
思いはまだまだ理解しきれない。娘の将来のた
めに、もやもやを少なくして行きたいな。【一般】

出演者

○森田かずよ氏
○GOMESS 氏
○かんばらけんた 氏
○名取 寛人 氏
○踊るラッキーボーイ想真 氏

○ホーキング青山 氏

ファシリテーター

※協力:一般社団法人Get in touch
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